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専修大学広報課
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※
イ
ベ
ン
ト
情
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公
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サ
イ
ト
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Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（@kanda_ohtori

）
で
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確
認
く
だ
さ
い
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専
修
大
学
は
宮
崎
県
、
鹿

児
島
県
と
そ
れ
ぞ
れ
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
を
促
進
す
る
就
職
支

援
協
定
を
結
ん
だ
。
宮
崎
県

と
は
８
月
23
日
、
鹿
児
島
県

と
は
同
24
日
に
締
結
し
た
。

本
学
の
就
職
支
援
協
定
は
２

県
が
加
わ
り
19
自
治
体
と
な

っ
た
。
い
ず
れ
も
専
修
大
学

と
各
県
が
相
互
に
連
携
・
協

力
し
て
、
学
生
・
保
護
者
に

対
し
、
地
元
企
業
や
就
職
説

明
会
の
情
報
を
提
供
し
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
を

図
る
。

　
宮
崎
県
と
の
締
結
式
は
宮

崎
県
庁
で
行
わ
れ
た
。
宮
崎

県
が
大
学
と
就
職
支
援
協
定

を
結
ぶ
の
は
初
め
て
。
河
野

俊
嗣
知
事
は
「
若
年
層
の
県

外
流
出
は
大
き
な
課
題
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
協
定
で
人

材
を
確
保
し
た
い
」
と
期
待

を
込
め
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
「
今

後
、
宮
崎
県
の
情
報
が
専
修

大
学
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
入

手
で
き
る
。
宮
崎
県
の
発
展

に
寄
与
す
る
人
材
を
育
て
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
応
じ

た
。

　
宮
崎
県
出
身
の
日
髙
義
博

理
事
長
は
「
県
外
に
出
る
と

宮
崎
の
良
さ
が
よ
く
分
か

る
。
後
輩
に
、
宮
崎
に
帰
る

道
を
開
く
こ
と
が
で
き
て
喜

び
で
い
っ
ぱ
い
だ
」
と
笑
顔

で
語
っ
た
。

　
文
学
部
は
７
月
、
韓
国
・

慶
キ
ョ
ン

熙ヒ

大
学
外
国
語
学
部
（
閔

寛
東
学
部
長
）
と
国
際
交
流

組
織
間
協
定
を
結
ん
だ
。
来

年
度
以
降
、
本
学
日
本
語
学

科
の
専
門
科
目
「
日
本
語
教

育
実
習
」
を
慶
熙
大
学
で
実

施
す
る
ほ
か
、
慶
熙
大
学
か

ら
短
期
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
教
員
や
学
生
の
交
流
を

促
進
し
て
い
く
。

　
慶
熙
大
学
は
１
９
４
９
年

開
学
の
韓
国
の
私
立
大
学

で
、
法
、
政
経
、
医
、
芸
術

な
ど
20
以
上
の
学
部
を
擁
す

る
。
卒
業
生
に
は
文
在
寅
大

統
領
が
い
る
。
外
国
語
学
部

は
ソ
ウ
ル
近
郊
龍ヨ

ン

仁イ
ン

市
の
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
り
、

日
本
語
の
ほ
か
フ

ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
な
ど
６
学

科
か
ら
な
る
。

　
７
月
14
日
、
慶

熙
大
学
日
本
語
学

科
の
東
ヶ
崎
祐
一

助
教
授
が
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪

問
。
佐
々
木
重
人

学
長
や
廣
瀬
玲
子
学
部
長
ら

と
懇
談
し
た
。
佐
々
木
学
長

は
「
日
本
語
教
育
実
習
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

た
い
」
と
謝
意
を
表
し
、
協

定
書
に
署
名
し
た
。

　
廣
瀬
学
部
長
は
「
今
後
、

実
の
あ
る
交
流
が
で
き
る
だ

ろ
う
」
と
期
待
を
寄
せ
、
東

ヶ
崎
助
教
授
は
「
相
互
に
留

学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
良
い
関
係
を
築
い

て
い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

慶
熙
大
学
か
ら
は
今
冬
、
本

学
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
予
定
。

　｢

日
本
語
教
育
実
習
」
は

日
本
語
を
外
国
人
に
教
え
る

た
め
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
実
習
。
海

外
で
の
実
習
は
本
学
日
本
語

学
科
の
特
色
の
一
つ
。
韓
国

で
は
夏
期
休
暇
中
の
約
２
週

間
実
習
を
行
う
。
ほ
か
に
カ

ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
で

も
実
施
し
て
い
る
。

　
本
学
の
国
際
交
流
組
織
間

協
定
は
４
カ
国
11
機
関
と
な

っ
た
。

国
際
交
流
組
織
間
協
定

韓
国
・
慶
熙
大
学
外
国
語
学
部
と宮崎、鹿児島両県と

就職支援協定を締結

宮崎県との締結式で。笑顔で手をつなぐ日髙理事長（左から

３人目）、佐々木学長（中央）、河野知事（右から３人目）ら

校友会創立130周年祝う
　
校
友
会
（
小
宮
多
喜
次
会

長
）
の
創
立
１
３
０
周
年
を

祝
う
記
念
式
典
が
７
月
22

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
行

わ
れ
た
。
校
友
・
招
待
客
ら

合
わ
せ
て
４
１
０
人
が
「
オ

ー
ル
専
修
」
の
団
結
と
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
っ
た
。

 
（
９
面
に
関
連
記
事
）

　
小
宮
会
長
は
「
明
治
20

（
１
８
８
７
）
年
に
同
窓
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、
歴
史
と
建
学
の
精
神
を

受
け
継
い
で
き
た
先
輩
た
ち

団
結
と
さ
ら
な
る
発
展
を

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
日
髙
義

博
理
事
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
た
校
友
同
士

が
旧
交
を
温
め
た
。
ま
た
、

活
躍
す
る
学
生
が
紹
介
さ

れ
、
体
育
会
学
生
と
と
も

に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
界
で

破
竹
の
勢
い
を
み
せ
る
大
関

稔
さ
ん
（
商
３
）
や
、
年
頭

の
神
事
で
「
一
番
福
」
に
な

っ
た
鈴
木
隆
司
さ
ん
（
経
済

４
）
ら
に
大
き
な
拍
手
が
寄

せ
ら
れ
た
。

記
念
式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る
小
宮
校
友
会
長

握手や記念写真を求められる「一番福」

の鈴木さん（右から２人目）

活躍する囲碁の大関さん（左端）に

話しかける校友のみなさん

外国語学部が入る慶熙大学の国際

キャンパス。来年度から日本語教

育実習を行う予定＝９月12日


